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すでに本誌※で紹介したように、我々は二酸
化炭素吸収ガス化によるバイオマスからの水素
の直接生産技術の研究開発を行っている。バイ
オマスは再生可能な資源であり、再生時に大気
中の二酸化炭素を吸収し、大気中の二酸化炭素
濃度に影響を与えない性質（カーボンニュート
ラル）を持つことから、地球温暖化対策に寄与
できる資源として期待されている。一方、水素
はその使用時に水しか生成しないことから、将
来のエネルギーキャリアとして期待されてい
る。すなわち、バイオマスから水素を製造する
ことは持続可能社会の構築に重要な課題の一つ
である。
バイオマスから水素を製造する方法の一つ
として二酸化炭素吸収ガス化がある。これは、
炭素資源（石炭、石油やバイオマスなど）を水蒸
気を用いてガス化する反応場に、二酸化炭素吸
収剤（カルシウム）を添加し、発生する二酸化炭
素を吸収させることで、水素を主成分とするク
リーンガスを直接生産する手法である。理論式
は下記のようになる。
　　　　C+2H2O+CaO → 2H2+CaCO3 
この原理は（財）石炭利用総合センターと産総
研の共同研究で見い出された日本独自の技術で
ある。
当研究ラボでは、経済産業省の補助金によ
り、（財）石炭利用総合センター、中国電力株式
会社、広島大学と共同で、バイオマスに特化し
た二酸化炭素吸収ガス化の研究開発を2002年度

から行っている。これまでに実験室規模での基
礎試験を行い、他の炭化水素資源（石炭、重質
油等）と反応性が大きく異なることや理論量に
近いクリーンガス（水素とメタン）が得られるこ
とが分かっている。一方、実用化のためにはこ
の反応を連続的に行わせることが必要不可欠で
ある。プロジェクトの中で基礎検討と並行して、
日量10kgの木材を処理する連続装置を作製し
た（写真）。本装置は加圧容器内部に反応器を設
置するシェル方式を採用しており、反応器（内
径9cm、長さ1m）は真中の加圧容器内に設置し
てある。加圧容器は7MPa耐圧で、反応器最高
温度は750℃である。1日分の木粉原料（10kg）と
カルシウム粉末を左右のホッパに予め入れてお
き、スクリューフィーダーで連続的に供給する
（1～2kg-木粉/時）。本装置により、CO2を含ま
ないクリーンガス（水素濃度83%、メタン15%）
の連続生産（木粉処理量1kg/時、生成ガス量 
0.5Nm3/時）に成功し、本技術の連続処理に目処
をつけることができた。海外（ドイツなど）でも
同様な手法が開発されているが、CO2を完全に
吸収できないため、水素濃度は70～80%以下に
留まっていた。
プロセス試算によれば、吸収剤の再生プロ
セス（CaCO3 → CaO+CO2）に必要なエネルギー
も含めて、1tonの木材から約1,000立方メートル
のクリーンガスが得られると計算されている。
今後はさらに、最適化による収率向上、安定運
転、長時間運転などに取り組む予定である。
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写真　ベンチ試験装置
加圧容器内部に反応器を設置するシェル方式を採用。
反応器は真中の加圧容器内、木粉原料ホッパとカル
シウムホッパは左右の加圧容器内にそれぞれ設置。


